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第
十
節
長
崎
撃
学
校
教
則
の
制
定
　
明
治
九
年
六
月
二
十
日
に
開
場
し
た
長
崎
病
院
医
学
場
は
、
長
崎
医
学
復
興
の
実
を
挙
げ
、
翌
十
年
十
二
月
二
十
二
目
、
長
崎
竪
学
校
と
改
称
さ
れ
、
更
に
朋
治
十
三
年
七
月
五
日
、
そ
の
職
制
の
制
定
を
み
、
次
い
で
同
年
九
月
二
十
五
日
、
学
則
が
制
定
さ
れ
て
、
こ
こ
に
漸
く
規
模
を
整
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
盤
学
校
則
を
制
定
し
た
際
、
な
お
、
懸
案
と
し
て
残
さ
れ
た
学
則
第
十
七
条
及
び
第
十
七
条
の
趣
旨
に
基
く
教
則
が
整
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
明
治
十
三
年
十
二
月
十
三
日
、
吉
田
健
康
は
学
第
七
九
号
の
県
達
に
基
い
て
編
成
し
た
盤
学
校
教
則
を
県
令
内
海
忠
勝
に
提
出
し
、
こ
の
教
則
に
よ
っ
て
医
学
教
育
を
進
め
た
い
旨
を
伺
っ
た
。
そ
の
際
、
吉
田
健
康
は
竪
学
校
の
教
科
書
を
も
列
挙
し
た
教
科
書
表
を
添
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
出
版
年
次
を
見
る
と
、
一
八
七
〇
年
か
ら
一
八
七
七
年
（
明
治
三
年
よ
り
同
十
年
）
に
至
る
外
国
書
で
、
新
ウ
イ
ン
学
派
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ノ
ー
ト
ナ
ー
ゲ
ル
　
＝
段
－
　
　
　
第
五
章
　
長
崎
殿
学
校
ヨ
弩
ロ
Z
9
ξ
お
巴
（
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
i
及
び
ト
ラ
ウ
ベ
門
下
で
、
一
八
七
九
年
に
は
皮
質
下
の
知
覚
中
枢
と
し
て
の
視
丘
症
候
を
記
載
し
た
。
）
、
同
じ
ウ
イ
ン
大
学
外
科
学
教
授
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
ラ
ン
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
切
①
彗
富
旨
い
彗
鴨
言
Φ
畠
に
匹
儒
さ
れ
た
テ
オ
ド
ー
ル
・
ビ
ル
ロ
ー
ト
臼
冨
＆
a
ω
三
8
9
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
に
教
授
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
ラ
ン
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
の
助
手
と
し
て
外
科
学
を
修
め
て
い
た
。
ウ
イ
ン
大
学
に
一
八
六
七
年
に
転
任
後
、
胃
外
科
を
発
展
さ
せ
、
叉
、
喉
頭
手
術
な
ど
も
試
み
た
。
有
名
な
幽
門
切
除
術
は
一
八
八
一
年
の
施
行
で
あ
っ
た
。
）
の
著
書
な
ど
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
が
、
ド
イ
ツ
医
学
全
盛
期
と
は
云
っ
て
も
、
こ
う
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
新
ウ
イ
ソ
学
派
を
中
心
と
す
る
医
学
書
を
教
科
書
に
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
先
に
ポ
ン
ペ
が
病
理
学
を
講
じ
た
際
も
、
新
ウ
イ
ン
学
派
の
ロ
キ
タ
ン
ス
キ
ー
の
学
説
を
採
用
し
て
い
た
が
、
長
崎
盤
学
校
と
な
っ
て
明
治
十
三
年
の
教
科
書
に
も
こ
の
学
派
の
一363一
　
　
　
　
第
十
節
　
長
崎
盤
学
校
教
則
の
制
定
学
統
が
承
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
今
、
竪
学
校
教
則
を
「
明
治
十
一
年
一
月
よ
り
十
四
年
十
二
月
二
至
ル
官
省
指
令
留
、
学
務
課
」
に
よ
っ
て
示
そ
う
。
　
別
番
教
則
伺
書
進
達
致
候
条
正
二
御
領
収
二
相
成
度
候
也
　
　
　
十
三
年
十
二
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
験
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
印
　
　
　
学
務
課
　
御
中
　
学
第
七
拾
九
号
御
達
二
拠
リ
本
校
教
則
別
冊
之
通
執
行
仕
度
此
段
相
伺
　
候
也
　
　
　
明
治
十
三
年
十
二
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
盤
学
校
長
　
　
吉
　
田
．
健
　
康
（
吉
田
）
　
　
長
崎
県
令
　
内
海
忠
勝
殿
　
長
崎
県
公
立
盤
学
校
教
則
　
一
　
学
校
名
称
及
地
名
　
　
　
長
崎
盤
学
校
　
　
肥
前
国
西
杵
彼
郡
長
岩
村
　
一
　
学
校
資
金
　
　
　
地
　
方
　
税
　
一
　
生
徒
教
養
ノ
目
的
　
　
　
速
成
ヲ
主
旨
ト
シ
授
講
ハ
専
ラ
国
語
ヲ
以
ス
　　　　　　一一一　　　一一一
学
科
程
及
教
科
書
別
表
之
通
学
　
期
全
科
授
業
期
限
四
ケ
年
一
期
卒
業
期
限
六
ケ
月
授
業
日
限
一
ケ
年
授
業
日
数
二
百
七
十
日
但
一
月
六
日
二
始
リ
十
二
月
廿
五
日
二
終
ル
授
業
時
間
一
日
六
時
間
一
週
合
計
三
十
六
時
間
休
　
業
日
曜
日
土
曜
日
午
後
祭
日
祝
日
年
始
自
一
月
一
日
至
五
日
暑
中
自
八
月
一
日
至
升
一
日
年
末
自
十
二
月
廿
六
日
至
冊
一
日
入
学
生
徒
年
齢
十
七
年
以
上
入
学
生
徒
ノ
学
力
中
学
校
卒
業
証
書
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
試
験
ヲ
要
セ
ス
〆
入
学
ヲ
許
シ
及
府
県
難
学
校
或
ハ
病
院
等
ニ
テ
第
一
期
学
以
上
ノ
学
科
ヲ
卒
業
セ
シ
証
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
其
竪
学
ノ
得
力
ヲ
験
シ
直
二
相
当
ノ
学
期
二
入
ル
事
ヲ
許
ス
試
験
種
別
入
学
試
験
　
入
学
ノ
時
執
行
ス
定
期
試
験
一364一
第
五
章
長
崎
盤
学
校
解
剖
学
附厚
生
学
　
　
　
、
動
物
学
一
　
　
　
、
植
物
学
」
　
　
　
一
撫
剖
学
』
時
講
義
時
復
習
時
螺
時
翻
メペ　　　ノペ
時　時
講同デ筋復同　講各
　　講学
義前義マ習前　義論
六
時
復
六
時
講
六
時
講
義　習　義
　
　
　
一
期
日
二
執
行
ス
　
　
全
科
試
験
　
　
　
全
科
即
八
期
ノ
終
リ
ニ
執
行
ス
　
　
隔
時
試
験
　
　
　
毎
月
末
二
執
行
ス
　
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
長
崎
医
学
校
学
科
課
程
表
学
科
／
学
期
時
第
一
期
時
第
二
期
物
理
牝
一
蒔
講
義
　
　
　
戸
六
時
復
習
化
学
』
　
六
時
難
　
　
　
　
［
　
　
六
鵡
舗
復同　学有
　　　講機
習前　義化
時
第
一
一
一
期
時
第
四
期
眼
科
学
＼
　
　
　
1
　
　
　
、
産
科
学
八
　
　
　
〔
外
科
学
ニ　　ノペ
時　時
講臨講
　　　　義床義
コ　　ノペ　　ニゴ
時　時　時
講臨講講臨
　山　　　　　　　＿「ー
　ノペ　　　　　ベ
　時　　時
デ性通講臨
講炎論
義マ慢義床
ノペ　　　　ノペ　　　　　ノペ
時　　時　　時
講臨デ部各講通
　　講病論
義床義マ腹義論
＋
一
蒔
諮
六
時
講
義床義義床　 義床義論
学
科
／
学
期
時
　
　
　
　
へ
六
時
　
　
　
　
六
時
内
科
学
　
　
　
　
士
蒔
生
理
学
＼
　
　
　
一
薬
物
学
、
　
　
　
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
時
講
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
時
復
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
時
講
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
時
復
習
第
五
期
時
　
第
六
期
時
　
第
七
期
　
時
　
第
八
期
六
時
嚢
六
時
螺
　
各
論
壽
薙
壽
諮
繍
　
講
義
六
時
翻
壽
赫
六
時
講
薪
六
嘉
翫
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第
十
節
　
長
崎
竪
学
校
教
則
の
制
定
化植動物圭教
　　　　目
学物物理　 科
書書書書名書
全全全全冊巻表
三同同一記
冊　　冊録
同同同西
薬生組解
物理織剖
書書書書
普
通
内
科
書
各
論
内
科
書
普
通
外
科
書
各
論
外
科
書
眼
　
科
　
書
産
　
科
　
書
全
一
冊
全
同
全
同
全
同
全
同
全
二
冊
全
一
冊
全
廿
冊
全
一
冊
全
同
　
出
版
年
月
西
暦
千
八
百
七
十
二
年
同同同同同同同同同同
千
八
百
七
十
六
年
同千
八
百
七
十
三
年
千
八
百
七
十
四
年
千
八
百
七
十
六
年
千
八
百
七
十
七
年
同千
八
百
七
十
六
年
千
八
百
七
十
七
年
千
八
百
七
十
六
年
同同千
八
百
七
十
年
藷
者
氏
名
ガ
ノ
ー
氏
著
ト
ー
メ
氏
著
同
　
　
　
　
　
　
同
ギ
ュ
ン
ニ
ン
グ
氏
　
　
　
　
　
　
著
レ
デ
ー
氏
著
フ
ラ
イ
氏
著
ヒ
ー
ロ
ル
ト
氏
著
ノ
ツ
ト
ナ
ー
ゲ
ル
　
　
　
　
　
氏
著
ワ
グ
子
ル
氏
著
ニ
イ
マ
イ
ル
氏
著
ビ
ル
ロ
ー
ト
氏
著
同
　
　
　
　
　
　
同
シ
ュ
ワ
イ
ゲ
氏
著
シ
ー
ボ
ル
ト
氏
著
　
こ
の
蟹
学
校
教
則
を
受
取
っ
た
県
学
務
課
は
十
二
月
十
六
日
に
至
り
、
文
部
卿
河
野
敏
鎌
に
教
則
制
定
を
報
告
し
、
そ
の
内
容
の
検
討
を
伺
出
た
。
丈
部
省
で
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
翌
十
四
年
三
月
十
日
に
至
り
、
学
第
二
…
号
「
長
崎
県
長
崎
盤
学
校
教
則
之
儀
二
付
伺
」
の
趣
旨
を
了
承
し
、
条
文
中
、
中
学
校
の
卒
業
証
書
を
持
た
ず
に
入
学
す
る
者
の
試
験
程
度
を
更
に
開
申
す
る
よ
う
命
じ
た
が
、
こ
れ
は
三
月
二
十
二
日
に
長
崎
県
に
届
け
ら
れ
た
。
（
「
明
治
十
一
年
一
月
よ
り
十
四
年
十
二
月
二
至
ル
官
省
指
令
留
」
）
　
　
（
朱
）
　
学
第
百
弐
拾
三
号
　
　
　
　
長
崎
県
長
崎
盤
学
校
教
則
之
儀
二
付
伺
　
本
年
九
月
伺
済
当
県
長
崎
難
学
校
学
則
第
十
七
条
及
第
十
八
条
ノ
旨
趣
　
二
基
キ
同
校
教
則
別
冊
之
通
制
定
致
度
此
段
相
伺
候
也
　
　
但
本
文
学
則
附
録
第
二
条
予
備
生
ハ
都
テ
本
科
生
ト
同
一
ノ
教
則
二
　
　
拠
リ
授
業
為
致
候
条
別
二
稟
請
不
仕
候
也
　
　
　
明
治
十
三
年
十
二
月
十
六
目
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
令
内
海
忠
勝
（
帳
灘
齢
）
　
　
文
部
卿
　
河
野
敏
鎌
殿
　
　
（
以
下
朱
）
　
伺
之
通
　
　
但
中
学
校
ノ
卒
業
証
書
ヲ
有
セ
ス
シ
テ
入
学
セ
ソ
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
・
　
　
試
験
程
度
更
二
可
開
申
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
卿
　
　
　
明
治
＋
四
年
三
月
吉
（
河
埜
敏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
之
印
　
こ
の
文
部
省
の
但
書
は
そ
の
ま
ま
四
月
十
七
日
に
学
第
二
孟
号
を
以
て
学
務
課
よ
り
竪
学
校
に
指
令
さ
れ
た
が
、
同
時
に
文
部
一366一
省
地
方
学
務
局
長
辻
新
次
は
内
海
忠
勝
に
宛
て
て
地
学
第
二
四
〇
号
を
以
て
盤
学
校
教
則
中
、
」
週
合
計
三
十
三
時
と
あ
る
の
に
学
科
課
程
表
に
は
三
十
六
時
と
な
る
も
の
も
あ
る
が
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
を
質
問
し
、
且
つ
教
科
書
は
文
部
省
が
明
治
十
三
年
十
二
月
十
四
日
に
第
十
九
号
達
を
以
て
通
達
し
て
い
た
が
、
こ
の
長
崎
竪
学
校
の
申
請
書
は
今
年
十
二
月
十
六
日
付
で
あ
る
か
ら
こ
の
達
が
ま
だ
長
崎
に
到
達
す
る
前
の
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
ま
ま
竪
学
校
使
用
教
科
書
を
認
め
る
旨
を
伝
え
た
。
学
務
課
で
は
こ
の
丈
書
を
学
第
十
三
号
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
。
　
こ
れ
は
更
に
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
年
）
、
第
四
号
を
以
て
達
し
た
但
書
に
よ
り
開
申
す
べ
き
旨
が
追
而
書
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
、
こ
れ
に
対
し
、
四
月
七
日
よ
り
審
議
し
た
長
崎
県
学
務
課
で
は
、
十
二
日
に
至
っ
て
、
学
第
十
三
号
を
以
て
、
文
部
省
地
方
学
務
局
長
に
宛
て
て
次
の
回
答
を
発
し
た
。
　
　
　
長
崎
盤
学
校
校
則
之
儀
二
付
地
方
学
務
局
長
へ
御
回
答
案
　
本
県
難
学
校
教
則
之
儀
二
付
客
年
十
二
月
中
相
伺
去
月
十
目
附
御
指
令
　
相
成
候
処
毎
級
一
週
ノ
授
業
時
間
教
則
ニ
ハ
一
週
三
十
三
時
ト
シ
学
科
　
課
程
表
ニ
ハ
一
週
三
十
時
或
ハ
三
十
六
時
二
至
ル
モ
ノ
有
之
御
質
疑
之
　
趣
致
承
知
候
右
ハ
学
科
課
程
表
之
通
第
一
期
乃
至
第
六
期
ハ
一
日
五
時
第
五
章
　
長
崎
竪
学
校
　
間
ニ
テ
一
週
合
計
三
十
時
間
第
七
期
ハ
一
日
五
時
三
十
分
間
ニ
テ
一
週
　
合
計
三
十
三
時
間
其
第
八
期
ハ
一
日
六
時
間
ニ
テ
一
週
合
計
三
十
六
時
　
ノ
誤
二
有
之
候
条
其
筋
可
然
御
取
斗
相
成
度
回
答
労
此
段
申
進
候
也
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
レ
レ
　
　
但
本
文
之
外
御
申
越
之
数
件
巨
細
了
承
候
也
　
　
　
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
官
　
御
　
名
　
明
治
十
四
年
（
一
六
八
一
年
）
一
月
十
一
日
、
長
崎
盤
学
校
は
讐
第
一
号
を
以
て
、
筆
生
雇
入
の
報
告
、
生
徒
授
業
料
収
納
の
際
の
伺
及
び
前
年
十
二
月
の
校
員
定
勤
取
調
書
の
報
告
を
学
務
課
に
廻
送
す
る
旨
を
申
出
、
別
紙
を
添
え
た
。
筆
生
任
用
は
江
越
伝
三
郎
を
本
校
の
雑
務
繁
用
の
た
め
三
十
日
よ
り
日
給
金
二
十
五
銭
で
五
十
日
間
、
筆
生
と
し
て
雇
使
す
る
旨
（
吉
田
健
康
代
理
内
埜
仙
太
郎
よ
り
内
海
県
令
宛
）
を
通
知
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
　
一
月
二
十
八
日
、
長
崎
病
院
の
賄
所
・
浴
場
・
下
水
溝
の
新
設
に
対
す
る
入
費
見
積
書
が
衛
生
課
よ
り
土
木
課
に
廻
送
さ
れ
、
二
月
一
日
、
土
木
課
・
営
繕
課
は
そ
の
見
積
書
に
不
相
当
な
こ
と
の
な
い
点
を
回
答
し
て
い
る
。
　
二
月
十
九
目
、
学
務
課
、
県
会
事
務
係
で
は
「
県
立
学
校
資
金
出
納
係
条
例
別
冊
之
通
御
定
相
成
度
御
達
按
奉
伺
候
也
」
と
題
す
る
按
を
作
成
し
、
県
立
学
校
出
納
条
令
を
審
議
し
、
こ
れ
を
墜
学
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第
十
節
　
　
長
崎
黙
学
校
教
則
の
制
定
校
に
も
達
し
た
。
次
に
そ
の
按
を
示
そ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
師
範
学
　
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
中
学
校
　
県
立
学
校
資
金
出
納
条
例
別
冊
之
通
相
定
候
条
此
旨
相
達
候
事
　
　
　
明
治
十
二
年
二
月
　
　
日
　
　
　
　
長
官
御
名
　
こ
れ
に
関
す
る
長
崎
竪
学
校
の
分
に
は
「
醐
治
嗣
韓
荒
朋
瑚
殉
長
崎
盤
学
校
定
額
金
使
用
予
算
帳
」
「
明
治
何
年
魏
嗣
朋
定
額
金
勘
定
帳
」
の
他
、
月
給
明
細
表
と
し
て
校
長
監
事
、
教
員
、
生
徒
取
締
用
度
係
、
外
国
人
等
が
あ
り
、
更
に
諸
雇
給
、
宿
直
賄
料
、
校
長
以
下
管
内
旅
費
書
籍
器
械
費
、
筆
紙
墨
薪
炭
油
買
入
費
、
諸
品
買
入
費
、
運
送
費
、
郵
便
電
信
費
、
刊
行
費
、
諸
雑
費
、
修
繕
費
、
建
築
費
、
外
国
人
管
外
旅
費
、
宿
料
、
交
際
費
、
生
徒
流
行
病
予
防
費
、
予
備
の
各
朋
細
表
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　
さ
て
、
先
に
明
治
十
三
年
十
二
月
よ
り
長
崎
盤
学
校
は
筆
生
を
傭
入
れ
る
旨
を
報
告
し
て
い
た
が
、
二
月
二
十
六
日
、
吉
田
健
康
は
県
令
代
理
少
書
記
官
金
井
俊
行
に
宛
て
て
「
筆
生
御
雇
入
之
儀
二
付
伺
」
を
提
出
し
、
規
則
改
正
で
事
務
多
忙
の
た
め
、
筆
生
を
二
名
と
し
、
月
給
八
円
内
外
で
今
一
人
雇
入
れ
た
い
旨
を
伺
出
て
い
て
、
そ
れ
は
二
月
二
十
六
日
に
伺
の
趣
を
聞
届
け
ら
れ
、
相
当
の
人
物
を
選
択
、
開
申
す
べ
き
旨
を
達
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
三
月
五
日
、
長
崎
盤
学
校
で
生
徒
の
打
榔
事
件
が
起
っ
た
が
、
そ
の
処
分
と
し
て
、
退
学
に
決
定
し
た
の
で
、
そ
の
旨
を
長
崎
盤
学
校
は
三
月
二
十
三
日
に
県
庁
に
報
告
し
た
。
次
に
、
盤
学
校
の
提
出
文
書
に
よ
れ
ば
、
藤
崎
為
寿
、
山
口
貞
一
は
福
井
万
吉
、
原
田
叉
助
及
び
埜
田
白
敬
を
打
榔
し
、
大
浦
本
次
郎
は
福
井
万
吉
を
打
郷
し
、
富
永
吉
太
郎
は
藤
崎
為
寿
外
二
名
の
脱
門
の
こ
と
に
つ
い
て
偽
証
し
、
生
長
を
欺
い
て
そ
の
た
め
衆
生
を
誤
ら
せ
、
牧
山
房
太
郎
、
間
宮
康
二
郎
、
赤
星
豊
喜
、
里
見
源
次
郎
、
長
嶺
元
寿
は
原
田
叉
助
を
打
榔
し
、
谷
川
元
春
、
高
木
揆
一
、
太
田
菊
之
介
、
周
幹
太
郎
及
び
木
々
津
公
忠
は
福
井
万
吉
を
打
榔
し
た
た
め
、
何
れ
も
退
学
を
申
付
け
ら
れ
た
。
暴
力
的
な
制
裁
を
加
え
た
こ
れ
ら
の
人
々
は
そ
の
後
、
行
状
監
視
の
上
、
復
学
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
若
輩
の
学
生
同
志
で
怨
恨
に
よ
っ
て
そ
の
業
を
怠
り
、
争
う
た
者
の
結
末
で
あ
る
。
　
三
月
一
日
現
在
の
生
徒
数
の
調
査
を
要
し
た
学
務
課
は
四
月
二
十
一
日
に
学
第
二
七
七
号
及
び
第
二
七
八
号
を
以
て
、
長
崎
盤
学
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校
及
び
中
学
校
に
そ
の
調
査
を
命
じ
、
盤
学
校
に
対
し
て
は
本
科
、
予
科
の
生
徒
数
を
報
告
す
べ
き
旨
を
達
し
た
。
　
五
月
二
十
日
、
開
会
さ
れ
た
通
常
長
崎
県
会
の
建
議
案
に
よ
れ
ば
、
県
立
病
院
は
長
崎
病
院
が
唯
一
の
も
の
な
の
で
、
長
崎
区
民
が
主
に
そ
の
恩
恵
に
浴
す
る
の
み
で
、
他
の
郡
部
の
も
の
は
そ
れ
に
与
る
も
の
少
く
、
治
療
、
投
薬
は
皆
一
般
開
業
医
に
一
任
さ
れ
て
い
る
と
云
う
。
こ
の
通
常
長
崎
県
会
は
六
月
二
十
八
日
に
閉
会
さ
れ
た
が
、
次
の
よ
う
な
長
崎
病
院
費
の
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
「
長
崎
病
院
費
ヲ
半
減
シ
テ
独
リ
長
崎
二
厚
キ
ノ
弊
ヲ
除
カ
ン
ト
ス
ル
ノ
修
正
動
議
出
テ
長
崎
港
ハ
開
港
場
ナ
レ
バ
外
国
人
二
我
病
院
ノ
保
護
ヲ
与
フ
ル
ハ
即
チ
県
下
而
已
ナ
ラ
ズ
日
本
ノ
義
務
ナ
、
リ
ト
イ
フ
ガ
如
キ
原
案
維
持
説
ヲ
聞
キ
タ
ル
程
二
花
々
シ
キ
論
戦
ヲ
見
タ
レ
ド
モ
成
立
セ
ズ
シ
テ
原
案
二
決
シ
」
、
歳
出
予
算
中
の
衛
生
及
病
院
費
は
九
千
二
十
四
円
四
十
六
銭
四
厘
と
な
っ
た
。
　
そ
の
折
の
建
議
案
と
し
て
「
病
院
ヲ
各
郡
二
設
置
ス
ル
」
の
案
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
県
立
病
院
ト
シ
テ
現
存
ス
ル
モ
ノ
ハ
唯
一
ノ
長
崎
病
院
ア
ル
ノ
、
・
・
、
従
ツ
テ
病
院
ノ
恵
二
浴
ス
ル
者
ハ
主
ト
シ
テ
長
崎
区
民
ニ
シ
テ
他
ノ
郡
部
ノ
士
民
ハ
多
ク
之
　
　
　
第
五
章
　
長
崎
盤
学
校
二
与
ラ
ズ
、
治
療
投
薬
ノ
事
ヲ
挙
ゲ
テ
庸
医
二
一
任
ス
ル
ノ
外
ナ
キ
結
果
、
産
ヲ
蕩
シ
、
身
ヲ
傷
フ
者
比
比
皆
之
ナ
リ
、
此
惨
境
ヨ
リ
不
幸
ノ
民
ヲ
極
フ
ノ
途
唯
病
院
ヲ
各
郡
二
設
立
ス
ル
ニ
在
リ
ト
ハ
建
議
ノ
趣
旨
二
言
フ
所
佐
賀
長
崎
ノ
両
市
街
地
二
本
病
院
ヲ
設
ヶ
他
ノ
各
郡
ヲ
通
シ
テ
十
二
箇
所
ノ
支
病
院
ヲ
設
ク
ル
ハ
建
議
者
ノ
予
定
計
画
ナ
リ
キ
、
然
カ
モ
其
経
費
ハ
地
方
税
ヨ
リ
一
病
院
二
対
シ
年
額
三
百
円
乃
至
七
百
円
ヲ
給
ス
ベ
シ
ト
イ
フ
ガ
如
ク
、
各
般
ノ
計
画
総
ベ
テ
杜
撰
ノ
諺
リ
ヲ
免
レ
得
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
シ
ガ
故
二
審
議
ノ
結
果
ハ
少
数
ニ
テ
廃
案
二
帰
セ
リ
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
　
六
月
四
日
、
先
に
退
学
処
分
に
な
し
た
長
崎
盤
学
校
の
生
徒
の
再
入
学
に
つ
い
て
吉
田
健
康
は
学
務
課
に
伺
書
を
、
六
目
に
添
状
を
付
し
て
提
出
し
、
即
日
、
受
取
っ
た
学
務
課
で
は
審
議
の
結
果
、
九
日
に
一
七
七
号
を
以
て
通
学
を
許
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
、
次
に
墾
学
校
、
学
務
課
の
交
渉
を
示
そ
う
。
　
　
　
再
入
学
許
可
之
儀
二
付
伺
　
本
年
三
月
廿
三
日
校
則
二
拠
リ
退
学
申
付
候
生
徒
ノ
内
此
度
別
紙
ノ
通
　
リ
再
入
学
願
出
候
処
右
人
名
ノ
者
等
ハ
校
則
ヲ
犯
シ
徳
誼
ヲ
破
フ
ル
ノ
　
甚
シ
キ
ニ
拠
り
該
処
分
ヲ
受
候
儀
二
付
今
易
々
再
入
ヲ
許
可
候
ト
キ
ハ
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第
十
節
　
長
崎
蟹
学
校
教
則
の
制
定
他
ノ
一
期
間
連
続
五
十
日
事
故
或
ハ
疾
病
等
二
由
リ
退
学
被
申
付
候
者
等
モ
出
願
二
任
セ
入
学
可
差
許
候
二
相
成
リ
昨
日
退
学
ノ
者
モ
其
手
数
ヲ
経
テ
出
願
致
候
得
は
今
日
之
ヲ
許
サ
・
ル
ヲ
得
サ
ル
都
合
二
立
至
リ
遂
々
校
則
モ
確
立
難
致
次
第
二
相
成
候
哉
モ
難
斗
二
付
断
然
許
可
致
サ
サ
ル
見
込
有
之
候
得
共
其
事
情
ヲ
酌
メ
ハ
懲
然
ノ
次
第
モ
有
之
且
一
且
退
学
ノ
者
ハ
再
入
学
決
メ
不
相
成
ト
ノ
成
規
モ
無
之
二
付
如
何
取
斗
候
テ
可
然
哉
判
決
難
致
候
条
至
急
何
分
ノ
御
指
令
奉
仰
候
也
　
　
明
治
十
四
年
六
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
監
学
校
長
　
　
吉
　
田
　
健
　
康
（
吉
田
）
　
長
崎
県
令
　
内
海
忠
勝
殿
明
治
十
四
年
六
月
六
日
受
医
第
升
六
号
別
紙
伺
書
井
二
報
告
書
進
達
致
候
条
可
然
御
取
斗
有
之
度
候
也
　
　
明
治
十
四
年
六
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
壌
学
校
（
報
叢
）
　
学
務
課
　
御
中
一
七
七
号
長
崎
竪
学
校
退
学
生
再
入
学
之
儀
二
付
別
需
之
通
伺
出
候
二
付
右
退
学
惣
員
拾
四
名
共
一
同
取
調
候
処
長
嶺
元
寿
外
両
三
名
ハ
可
惜
人
物
ニ
シ
テ
殊
二
罪
状
ニ
モ
聯
倒
酌
ス
ヘ
キ
廉
有
之
其
他
山
口
貞
一
等
は
学
業
品
行
共
二
後
来
見
込
無
之
人
物
二
候
得
共
右
等
ハ
元
来
町
村
費
ヲ
以
テ
従
　
　
　
マ
ヤ
学
セ
ル
者
居
多
今
之
二
依
リ
今
之
レ
ヲ
判
別
シ
テ
一
ハ
再
入
ヲ
許
シ
一
　
ハ
全
拒
絶
候
テ
ハ
町
村
二
於
テ
如
何
ノ
感
覚
ヲ
起
ス
哉
モ
難
斗
二
付
尚
　
鄭
重
吟
味
ヲ
遂
ル
ヲ
主
ト
シ
先
以
テ
通
校
差
許
シ
置
細
審
視
察
ノ
上
同
　
校
二
於
テ
モ
事
実
悔
悟
ノ
状
ヲ
確
認
シ
タ
ル
者
二
限
り
更
二
入
学
差
許
　
候
ハ
・
自
カ
ラ
穏
ナ
ル
ヘ
ク
相
考
申
候
依
テ
御
指
令
案
相
副
此
段
相
伺
　
候
也
　
書
面
伺
之
趣
教
授
上
不
都
合
無
之
候
ハ
・
傍
聴
ノ
名
義
ヲ
以
テ
仮
二
通
　
校
特
許
候
儀
ハ
不
苦
候
事
　
　
但
学
校
二
於
テ
本
人
悔
悟
ノ
証
ヲ
確
認
シ
且
定
員
補
闘
ノ
為
メ
更
二
　
　
入
学
差
許
候
節
ハ
学
則
第
廿
一
条
之
通
タ
ル
ヘ
シ
　
　
　
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
官
　
御
　
名
　
こ
の
よ
う
に
、
明
治
初
期
に
あ
っ
て
も
、
職
業
選
択
の
自
由
と
い
う
個
入
の
基
本
的
人
権
は
各
個
人
の
努
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
七
月
十
三
日
、
長
崎
肇
学
校
寄
宿
舎
改
築
の
こ
と
に
つ
い
て
土
木
課
よ
り
学
務
課
に
対
し
、
土
第
＝
二
号
を
以
て
建
物
を
解
く
こ
と
の
差
支
え
の
有
無
を
問
合
わ
せ
、
盤
学
校
に
通
達
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
。
翌
日
、
学
務
課
は
そ
の
回
答
を
与
え
て
い
る
。
　
　
　
　
長
崎
験
学
校
へ
申
入
案
　
其
校
寄
宿
舎
改
築
之
儀
は
費
用
金
千
九
百
五
拾
五
円
七
拾
七
銭
六
厘
二
　
決
定
不
日
着
手
可
相
成
二
依
リ
御
舎
移
転
料
ト
シ
テ
長
崎
楳
毒
病
院
ヨ
一370一
リ
曽
而
ノ
分
金
四
百
八
拾
壱
円
九
拾
銭
弐
厘
回
付
候
条
差
引
残
之
費
用
ハ
十
三
年
度
追
々
係
ル
其
校
蓄
積
金
之
内
ヲ
以
テ
土
木
課
ヨ
リ
請
求
之
都
度
無
滞
支
可
有
之
此
段
申
入
候
也
　
但
御
舎
移
転
料
領
収
之
証
ハ
県
庁
衛
生
課
へ
宛
本
課
へ
御
回
送
可
有
　
之
候
也
　
　
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
　
　
　
名
　
追
而
本
文
改
築
着
手
二
付
テ
ハ
寄
宿
生
徒
移
転
等
之
都
合
モ
可
有
之
　
二
依
リ
在
来
建
物
解
所
之
期
日
見
斗
速
二
御
申
出
可
有
之
候
也
　
十
一
月
十
一
日
、
学
務
課
は
学
第
八
○
号
を
以
て
、
長
崎
竪
学
校
に
対
し
、
生
徒
授
業
料
書
器
損
料
等
収
入
金
納
付
に
関
す
る
文
書
を
発
し
た
。
　
其
校
生
徒
授
業
料
書
器
損
料
其
他
収
入
金
今
二
御
納
付
無
之
計
算
上
差
　
支
候
条
右
ハ
本
年
八
月
学
第
何
号
御
達
県
立
学
校
資
金
出
納
条
例
第
六
　
号
二
依
リ
至
急
御
納
付
可
有
之
此
段
申
入
候
也
　
こ
れ
は
二
月
十
九
日
の
県
立
学
校
資
生
出
納
係
条
例
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
盤
学
校
の
整
備
は
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
。
　
さ
て
、
明
治
十
年
八
月
一
日
、
奉
職
履
歴
医
の
制
度
が
姶
め
ら
れ
て
か
ら
、
し
ば
く
長
崎
盤
学
校
校
員
の
履
歴
提
出
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
明
治
十
四
年
八
丹
、
長
崎
で
は
学
第
六
三
七
　
　
　
第
五
章
　
長
崎
盤
学
校
号
を
も
っ
て
申
入
れ
が
長
崎
竪
学
校
に
も
達
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
盤
学
校
か
ら
提
出
し
た
文
書
が
県
学
務
課
の
示
し
た
雛
形
と
異
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
十
二
月
二
十
三
日
に
至
り
、
盤
学
校
に
対
し
て
そ
の
調
査
を
依
頼
し
、
雛
形
通
り
に
更
正
す
る
よ
う
書
類
を
返
却
さ
れ
た
。
　
明
け
て
明
治
十
五
年
（
一
六
八
二
年
）
一
月
十
三
日
に
至
り
、
校
員
履
歴
書
差
出
方
の
督
促
を
行
っ
た
。
　
　
　
　
盤
学
校
へ
申
入
按
　
其
校
校
員
履
歴
書
客
年
十
二
月
廿
三
日
附
学
第
千
〇
六
拾
九
号
ヲ
以
テ
　
雛
形
相
添
へ
返
戻
致
申
上
候
処
干
今
認
替
御
差
出
無
之
甚
差
支
候
条
至
　
急
御
差
出
相
成
度
此
段
及
御
督
促
候
也
　
　
　
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
　
　
名
　
　
学
校
宛
　
追
テ
新
任
者
ノ
分
モ
一
同
御
取
纒
勿
論
タ
ル
ヘ
シ
　
一
月
十
七
日
行
、
学
務
課
と
し
て
、
盤
学
校
校
員
勤
惰
調
査
表
差
出
方
が
申
入
れ
ら
れ
た
。
　
　
　
　
長
崎
蟹
学
校
へ
申
入
按
　
明
治
十
四
年
七
月
ヨ
リ
十
二
月
迄
其
校
々
員
勤
惰
調
査
表
入
用
有
之
候
　
条
明
日
中
御
差
出
相
成
度
此
段
申
入
候
也
　
こ
れ
は
今
日
で
云
う
と
こ
ろ
の
勤
務
評
定
で
あ
る
が
、
当
時
は
一371　一
　
　
　
第
十
節
　
　
長
崎
盤
学
校
教
則
の
制
定
肇
学
校
の
校
員
中
、
勤
務
成
績
の
よ
い
人
に
は
し
ば
く
賞
与
が
与
え
ら
れ
た
。
一372一
